
平塚市バリアフリー基本構想（素案）の概要 
 

●基本構想 策定の目的 

バリアフリー新法が施行されたこと、また、平成 23年 3月に国の「移動等円滑化の促進に関する基本方

針」が改正され、平成 32 年度末までの整備目標も示されたため、バリアフリー新法の基本方針に基づい

た基本構想を策定し、一体的・総合的なバリアフリー化を図り、ユニバーサルデザインを取り入れた、社

会的経済的に活力ある持続可能な社会の形成を目指すため「平塚市バリアフリー基本構想」を策定します。 

 

●バリアフリー新法の対象 

 

 

●基本方針 上位計画、関連計画を受けて、国の基本方針と整合を図り、基本方針を以下のとおり定めます。 

基本方針 １ 
福祉のまちづくりモデル地区と交通バリアフリー基本構想の重点整備
地区を基本として、新たな重点整備地区を設定します 

基本方針 ２ すべての人にやさしいまちづくりの推進 

基本方針 ３ 心のバリアフリーの推進 

基本方針 ４ 事業内容の段階的かつ継続的なバリアフリー化の推進 

 

●重点整備地区のバリアフリー化の方針 

バリアフリー化の先導的役割を持つ重点整備地区であることを考慮し、生活関連施設及び生活関連経路

の整備を優先的に推進します。高齢者や障がい者等の移動や施設利用の状況を踏まえた優先度等を考慮す

ることにより、段階的かつ継続的なバリアフリー化を推進するとともに、施設の改修等がある際には合わ

せて接する経路等の整備を行うことにより一体的なバリアフリー化を推進します。 

（１）生活関連施設のバリアフリー化の推進 

（２）生活関連経路のバリアフリー化の推進 

（３）公共交通機関のバリアフリー化の推進 

（４）心のバリアフリーの推進 

 

●特定事業及びその他の事業 

事業分類 事業者 事業内容 

公共交通 

鉄道事業者 
バリアフリー対応車両導入、通路の安全性の確保、
案内やサポート体制の充実 

バス事業者 
低床車両の導入、バス停の利用環境の向上、車外放
送案内・サポート体制の充実 

タクシー事業者 
UD タクシーの導入、共通したサービスの提供、介
助等のサポート体制の充実 

道路 道路管理者 
交差点のバリアフリー化、歩道の段差の改善、歩道
の急な勾配の改善、側溝蓋等の改善、視覚障がい者
誘導用ブロックの設置 

～後半へ続く～ 



～前半からの続き～ 

事業分類 事業者 事業内容 

路外駐車場 施設設置管理者 
車いす使用者用駐車施設の設置、道路等までの通路
のバリアフリー化、適正利用の案内設置 

都市公園 公園管理者 
出入口・園路の段差等の改善、多機能トイレの改善、
駐車場の改善 

建築物 施設設置管理者 
出入口・通路等の段差や幅の改善、わかりやすい案
内表示の設置、利用者への適切な対応 

交通安全 交通管理者 
音響式信号機等の設置、違法駐車対策、継続的なマ
ナー啓発による安全な歩行空間の確保 

その他の事業 平塚市及び関係者 

駅前広場と改札階とのバリアフリー経路の検討や案
内表示等の設置による平塚駅周辺の移動円滑化 
駐輪場整備や自転車利用者のルール・マナー遵守意
識の向上による平塚駅周辺の駐輪対策 
歩行者・自転車の通行帯区分の検討による歩行者の
安全対策 
高齢者、障がい者等に対する「理解促進」「利用を妨

げない」「利用の手助け」を基本的な考えとした心の
バリアフリーの推進 
わかりやすい災害時等にも有効な公共サインの設置 

 

●推進体制の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●まちづくりへの展開 

重点整備地区において優先的に整備を進め、将来的には、ハード・ソフトが一体となった総合的な取り

組みを推進し、市域全体への様々なバリア解消の拡がりを目指します。 

多様な意見を取り入れて取組みを改善・充実するとともに、広く一人ひとりの意識に「理解と協力」必

要性を浸透させることで、全ての人にやさしいまちづくりを進めます。 
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